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；症例1J 27才男子一 6, 14, 17才のとき骨折の既往
歴を有しp 腰痛下肢痛を主訴として来院． L線上Os-
titis fibrosa cystica J〕像を右骨’悠右大腿に認め右大
腿骨頚部に病的骨折あり．血清Ca10.8～12.2rrig/dl, 
Jfa.i清P2.7mg/dl.上！え小門、刻出術を行弓．組織唆的に
Clear cell adenoma. ：；~： Jr(jは /,l'.i(支 6 ヵ月の今日ほとん
ど消失している．





































































































































































































石黒 渥 青岡県島田市2008番地の9 島田市立病院
村田秀雄 京都市北区紫野下柳町31 村田整形外科医院
岡田良平 名古屋市西区俵町3の13 名交病院
小寺寿治 奈良市東大寺境田町東大寺整！肢園
武田 辛 岡山県和気郡備前町鶴海（虫明局区内）協和診療所
山田俊一郎 前橋市新町25 前橋赤十字病院
中村正男 大竹市国立大竹病院外科
今井次雄 呉市広町弥生新開中国労災病院
安立良治 高知市新本町高知日赤整形外科
